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令和8年度　一般会計当初予算令和8年度　一般会計当初予算

84.5億円84.5億円
前年度当初比20.2億円（19.3％）の減前年度当初比20.2億円（19.3％）の減

ニセコ国際高校校舎改修、町道等整備改修、公営住宅整備改修、
新消防庁舎外構整備、教育施設改修（小中学校・総合体育館等）、
宿泊税推進事業、希望が丘寮改修、公共施設太陽光発電設備設置事業など

令和８年度で予算規模の大きな投資的事業は、ニセコ国際高校校舎改修、町道等整備改修、公営住
宅整備改修です。公債費（借金返済）は昨年度より１億4,787万円増の８億6,543万円（利子１億
4,410万円）です。議会は引き続き効果的な予算執行が行われているかどうか注視するとともに、
財政収支の調整に着目していきます。

特別会計・公営企業会計を含む全会計では　109億2,970万円（前年度当初比11.0％減）の予算規模

１、２ページにおいて当初（予算）とは、各年度（４月１日から翌年３
月 31日）の会計予算として議会に提案され、承認された最初の予算額。
令和７年度現計（予算）とは、令和７年度予算が年度の途中で予算補正
されたことによる令和７年３月 15日現在の予算額。

一
般
会
計
の
令
和
８
年
度
と
令
和
７
年
度
の
予
算
比
較

歳入

建設工事など大きな事業を行うときに
借り入れする

町債 14億9,980万円

自治体の実情に合わせて交付される
交付金など 2億2,232万円

道路や公営住宅の建設に伴う補助金など
国・道支出金 9億2,933万円

標準的な町の財政規模を定め、不足する
お金が国から交付される

地方交付税  29億円

給食費や様々な事業の実費負担など
諸収入 3億4,078万円

公営住宅料、ごみ処理手数料など
使用料・手数料ほか 5億2,458万円

基金（貯金）の繰り入れなど
繰入金 8億1,777万円

住民税・固定資産税など
町税 12億1,542万円

【令和8度分】
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令和８年度当初予算は全議員で構成する予算特別委員会に付託され、３月３日に正副委員長の
互選を行い、委員長に高木直良議員、副委員長に高井裕子議員を選出しました。
５・６日に、款ごとあるいは歳入または歳出ごとに区分し慎重に審査を行った結果、令和８年
度一般会計予算など全５会計とも原案のとおり可決すべきものとしました。
３月11日の本会議では委員会報告のとおり可決されました。

令和８年度予算は、予算特別委員会で審査

令和８年度と令和７年度の特別会計・公営企業会計予算比較（単位：万円）
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※予算に関する詳しい内容は、令和８年度版　ニセコ町予算説明書「もっと知りたいことしの仕事 2026」をご覧ください。
　５月１日に自治会を通じて配布しています。
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議会費、災害復旧など
その他  5,331万円

消防活動、救急業務など
消防費 2億5,449万円

商工・観光振興、宿泊税推進、 ＷＩＦＩ導入調査など
商工費 4億1,704万円

農産物付加価値向上・販売促進事業、
農業次世代人材投資など

農林水産業費 2億9,548万円

倶知安厚生病院第 2 期整備費用負担、
水道施設拡張整備、公共施設太陽光発電設備、
健康づくり、ごみ処理など

衛生費 6億4,352万円

各学校・幼児センター、給食センターの管理、
ニセコ国際高校校舎・寄宿舎等の改修など

教育費 16億4,586万円

農村公園遊水施設整備、町道等維持管理、
公営住宅管理、公共施設太陽光発電設備など

土木費 13億3,554万円

社会福祉事業、など
民生費 7億1,275万円

町債（借金）の返済
公債費 8億6,543万円

（利子1億4,410万円）

消防庁舎建設費（外構）、地域活性化起業人事業、
地域おこし協力隊経費、人件費など

総務費  22億2,658万円

【令和8年度分】
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令和８（2026）年度に予算化された令和８（2026）年度に予算化された

� 今後のインフラ老朽化への対応を見る� 今後のインフラ老朽化への対応を見る

羊蹄山麓衛生環境組合は
羊蹄衛生センター更新を
検討中

望羊団地改修計画予定
Ａ棟・Ｂ棟ー設計Ｒ７､工事Ｂ棟Ｒ８　Ａ棟Ｒ９

Ｃ棟・Ｄ棟ーＲ９設計、工事Ｃ棟Ｒ10　Ｄ棟Ｒ11

・公営住宅複合改善工事　206,877千円

主なインフラ整備
・橋梁点検改修設計業務委託料� 7,484千円

・橋梁改修工事� 4,857千円

・総合体育館アリーナ床の全面張替え工事

　ほか小中学校教育施設改修� ２億1,399万円

・下水道管理センター機械設備更新工事� 26,400千円

・公共下水道施設更新工事実施設計委託業務� 5,600千円

・住民交流拠点及び子育て環境整備事業調査業務委託料

�「あそぶっく」「総合体育館」「町民センター」「農村公園

ちびっこ広場」「駐車場」などの複合化施設の可能性の

検討業務� 6,765千円

羊蹄山麓６町村のし尿及び浄化槽汚泥を共同処理している羊蹄衛生センターが、

設備の更新時期を向かえています。現状の設備更新案やランニングコストについ

て、本町では、なお一層の検討を要するものと判断し、町単独の処理も視野に入

れ、適正な処理方法やコスト削減について、早急に検討をしていきます。 

　2014年内閣府、総務省の要請で
すべての地方公共団体は、建築物、
道路や橋りょうなど全ての公共施
設等を対象として、10年以上の
長期の視点を持った財政見通しと
ライフサイクルコストに配慮した
公共施設等総合管理計画を策定す
ることとなりました。ニセコ町も
2015年＊「ニセコ町公共施設等総
合管理計画」（2017～2026年）を
策定しました。
　今年度この計画を更新する委託
料33万円が計上されています。

ニセコ町公共施設等総合管理計画

　インフラの老朽化による道路の陥没事故などが社会問題になっています。ニセコ町においても水
道管の老朽化による漏水や断水も起きています。
　2015年度末現在*の数値ですが、本町では公共施設（建築物）延べ面積の合計は約8.6万㎡であ
り、延べ床面積の内訳は公営住宅が39.8％、ついで小・中学校などの学校教育施設が19.5％、産
業・観光関連施設が13.5％となっています。人口一人当たりの所有面積公共施設（建築物）の延べ
床面積は17.3㎡で、全国平均の約5.4倍となっています。（「平成27年度 国勢調査4,958人」で計算。）
道路関係では町道実延長179km林道15.7km、橋梁55橋1,315ｍを、簡易水道施設は配水管延長
135kmと関連施設、公共下水道では汚水管22kmと処理場を、各種公園では総面積約17.4万㎡を所
有、管理しています。

■公共施設等の分類
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予
算
特
別
委
員
会
の
な
か
で
篠

原
委
員
よ
り
、
令
和
７
年
度
所
管

事
務
調
査
の
善
処
要
望
を
受
け
、

令
和
８
年
度
予
算
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。
善
処
要
望
に
あ

げ
ら
れ
た
項
目
の
問
題
解
決
の
た

め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
や
業
務
改

善
を
行
っ
た
か
、
ま
た
今
後
行
う

の
か
、
各
課
か
ら
の
回
答
の
一
部

を
掲
載
し
ま
す
。

【
総
務
課
】

　

職
員
の
育
成
に
関
す
る
研
修
費

を
総
務
課
に
集
約
し
、
研
修
内

容
・
状
況
の
見
え
る
化
を
行
う
。

ま
た
、
人
事
に
関
し
て
は
透
明
性

や
納
得
性
を
高
め
、
人
材
育
成
の

観
点
か
ら
異
動
の
意
義
を
理
解
し
、

組
織
の
活
性
化
を
図
る
。

　

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
毎
年
度

財
務
諸
表
を
つ
く
り
点
検
を
行
っ

て
い
る
。
社
会
情
勢
や
経
済
情
勢

も
含
め
分
析
し
て
い
く
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
北
海
道

と
冬
季
防
災
訓
練
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

【
税
務
課
】

　

税
を
と
り
ま
く
環
境
変
化
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
イ
ン
フ
ラ
（
シ

ス
テ
ム
）
を
構
築
し
適
切
な
管
理

を
行
う
。

【
町
民
生
活
課
】

　

羊
蹄
山
麓
地
域
廃
棄
物
広
域
処

理
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、
一
括

し
て
ゴ
ミ
分
別
の
周
知
に
つ
い
て

の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
配
布
し
て
い

る
。
今
後
も
関
係
町
村
や
業
者
と

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

【
企
画
環
境
課
】

　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
は
協
力
隊
制
度
に
よ
る
運
転
手

募
集
や
観
光
サ
イ
ド
の
町
の
補
助

金
人
材
確
保
モ
デ
ル
事
業
等
に
よ

り
、
事
業
者
支
援
を
積
極
的
に
行

う
。
運
行
ウ
ェ
ブ
予
約
・
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化

を
推
進
し
、
人
材
へ
の
負
担
を
軽

減
す
る
。
ま
た
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス

に
限
ら
ず
地
域
交
通
の
確
保
・
維

持
も
図
る
。

【
保
健
福
祉
課
】

　

健
康
づ
く
り
や
福
祉
・
保
険
医

療
に
お
け
る
各
種
制
度
に
関
し
て

は
、
な
る
べ
く
早
い
周
知
に
努
め

る
。
健
康
診
断
等
に
つ
い
て
は
、

日
ご
ろ
か
ら

受
診
勧
奨
や

個
別
の
改
善

方
法
の
案
内

等
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

【
総
合
教
育
課
】

　

教
職
員
住
宅
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
希
望
が
丘
寮
改
修
の

予
算
を
要
求
し
、
臨
時
寮
を
教
職

員
住
宅
と
し
て
転
用
す
る
方
針
を

あ
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
校
生
徒
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
定
時
制
か
ら
全
日
制
へ

の
移
行
に
伴
い
、
一
部
の
支
援
は

継
続
し
つ
つ
も
、
受
益
者
の
負
担

を
い
た
だ
き
な
が
ら
学
校
運
営
を

進
め
る
方
針
だ
。

【
農
政
課
】

　

担
い
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら

ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
く
。

　

鳥
獣
被
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
８
年
度
予
算
を
増
額
し
た
が
、

補
助
金
運
用
の
拡
大
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

株
式
会
社
雪
森
考
舎
の
人
材
確

保
に
関
し
て
は
今
年
度
も
人
材
を

増
や
せ
た
が
、
残
念
な
が
ら
実
績

は
50
％
を
切
る
見
込
み
。
そ
う

い
っ
た
課
題
に
対
し
て
、
８
年
度

は
全
面
的
に
予
算
に
組
み
込
み
、

人
材
育
成
と
振
興
の
土
台
づ
く
り
、

そ
し
て
体
制
の
外
部
化
を
目
指
す
。

【
農
業
委
員
会
】

　

農
地
の
転
用
に
つ
い
て
は
道
か

ら
移
譲
さ
れ
た
権
限
の
行
使
を
含

め
、
引
き
続
き
委
員
会
で
慎
重
審

議
の
上
、
法
に
則
っ
た
適
正
な
執

行
に
努
め
る
。

【
国
営
農
地
再
編
推
進
室
】

　

工
事
完
了
に
向
け
、
最
終
的
な

受
益
者
の
追
加
要
望
が
網
羅
さ
れ

て
い
る
か
確
認
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

　

換
地
に
つ
い
て
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
調
整
が
難
し
く
な
っ
て
く
る
の

で
、
小
樽
開
発
建
設
部
や
後
志
綜

合
振
興
局
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
っ

か
り
し
て
管
理
し
て
い
き
た
い
。

【
商
工
観
光
課
】

　

イ
ベ
ン
ト
や
事
業
に
つ
い
て
は

統
廃
合
や
縮
小
化
な
ど
の
見
直
し

を
と
い
う
こ
と
だ
が
、
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
ほ
ど
人
気
が
あ
る
の
で
、

七
夕
の
夕
べ
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
関

し
て
は
警
備
を
増
や
し
た
り
、
タ

イ
ミ
ー
の
利
用
促
進
が
で
き
る
よ

う
予
算
を
増
や
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
外
の
事
業
主
体
の
場
合
は
縮
小

化
が
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

そ
う
い
っ
た
も
の
は
時
間
の
短
縮

等
内
容
を
見
直
し
て
対
応
す
る
。

　

宿
泊
税
の
使
途
に
関
し
て
は
、

観
光
協
会
や
町
内
事
業
者
の
人
材

確
保
、
生
産
性
向
上
に
つ
い
て
支

援
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。
起
業

予算特別委員会質疑から

予算特別委員会を設置し、令和８年度一般会計・特別会計及び公営企業会計予算の審議を

行いました。慎重審議の結果、一般会計は反対・賛成討論が出て起立採決となり、賛成７・

反対１で原案どおり可決すべきと決しました。その他各会計は全員賛成で原案どおり可決

すべきと決しました。

委員（委員長含む）から多数の質疑がありましたが、その一部を掲載します。
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サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
商
業
観
光
振

興
施
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
利
用
、
観
光
協
会
・
商
工

会
と
連
携
し
情
報
発
信
し
て
い
く
。

【
上
下
水
道
課
】

　

簡
易
水
道
事
業
の
委
託
業
務
は

８
年
度
に
中
央
地
区
の
配
水
管
更

新
の
実
測
設
計
を
見
込
ん
で
お
り
、

９
年
度
以
降
に
工
事
を
行
う
予
定
。

工
事
は
水
道
設
備
の
更
新
工
事
及

び
ニ
セ
コ
地
区
の
配
水
管
更
新
工

事
を
行
う
。

　【
都
市
建
設
課
・
企
画
環
境
課
】

　

８
年
度
の
ニ
セ
コ
ミ
ラ
イ
街
区

の
工
事
は
第
４
工
区
の
無
電
柱
化

工
事
を
行
う
予
定
で
、
国
か
ら
の

補
助
と
過
疎
債
を
使
う
。
進
捗
状

況
は
「
も
っ
と
知
り
た
い
今
年
の

仕
事
」
に
記
載
す
る
。

　

住
宅
不
足
や
担
い
手
不
足
な
ど

の
地
域
課
題
に
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
り
、
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
２
削

減
効
果
な
ど
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
準
じ
た
事
業
実
施
も
な
さ
れ
て

お
り
、
多
岐
多
様
な
効
果
を
期
待

で
き
る
。

　

景
観
条
例
に
つ
い
て
は
７
年
10

月
に
改
正
し
た
が
、
改
正
後
に
２

件
の
事
前
意
見
交
換
会
を
実
施
し

た
。
今
後
も
広
報
等
で
周
知
す
る
。

そ
の
ほ
か
の
質
疑

【
光
基
盤
整
備
】

髙
瀨
委
員
　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
関

し
て
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
引
き
受
け
て
く

れ
な
い
の
か
。
今
後
も
こ
の
よ
う

に
高
額
な
負
担
金
が
出
て
く
る
の

か
。

企
画
環
境
課
参
事　

今
回
は
こ
れ

ま
で
も
要
望
が
上
が
っ
て
い
た
豊

里
地
区
の
基
盤
整
備
を
実
施
す
る
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
事
業
委
託
し
て
い
る

が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
基
盤
整
備
の
基
準

は
整
備
後
の
維
持
管
理
を
含
め
採

算
が
取
れ
る
か
ど
う
か
で
、
14
件

で
は
本
来
は
難
し
い
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
町
と
し
て
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
相

談
を
し
、
初
期
整
備
費
用
を
国
の

補
助
を
入
れ
な
が
ら
町
が
負
担
す
る

こ
と
に
よ
り
、
維
持
管
理
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

に
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

【
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
導
入
調
査
等
委
託
】

木
下
委
員
　
具
体
的
な
内
容
が
知

り
た
い
。

商
工
観
光
課
長　

宿
泊
税
の
活
用

に
関
し
て
事
業
者
や
町
民
等
と
意

見
交
換
を
す
る
中
で
、
ス
キ
ー
場

や
観
光
地
エ
リ
ア
に
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
が

あ
っ
た
ほ
う
が
観
光
客
の
利
便
性

向
上
が
図
ら
れ
る
の
で
は
と
い
う

意
見
が
あ
っ
た
。

　

い
ま
想
定
し
て
い
る
の
は
、
東

山
・
ア
ン
ヌ
プ
リ
・
イ
ワ
オ
ヌ
プ

リ
エ
リ
ア
だ
が
、
具
体
的
な
こ
と

は
ま
だ
相
談
段
階
だ
。
今
後
設
置

す
る
建
物
な
ど
ご
協
力
い
た
だ
け

る
か
否
か
等
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る

予
定
。
調
査
内
容
は
通
信
設
備
の

設
置
場
所
、
電
力
供
給
や
使
用
可

能
な
電
柱
の
確
保
な
ど
を
調
査
し

て
い
く
。

高
井
委
員
　
建
物
の
中
だ
け
で
な

く
、
ス
キ
ー
場
な
ら
ど
こ
で
も
使

用
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
。

商
工
観
光
課
長　

必
要
最
低
限
の

と
こ
ろ
に
あ
れ
ば
い
い
と
考
え
て

お
り
、
ス
キ
ー
場
下
の
セ
ン
タ
ー

ハ
ウ
ス
周
辺
や
宿
泊
施
設
が
集
約

し
て
い
る
エ
リ
ア
、
バ
ス
停
周
辺

を
想
定
し
て
い
る
。

榊
原
委
員
　
宿
泊
税
あ
り
き
で
行

う
と
し
た
ら
、
事
業
者
や
町
民
の

理
解
は
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
。

　
調
査
等
で
４
千
万
円
と
い
う
大

き
な
額
だ
が
、
実
際
に
か
か
る
工

事
費
用
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
。

商
工
観
光
課
長　

意
見
交
換
や
観

光
審
議
会
の
中
で
話
を
し
て
決
め

て
き
た
こ
と
な
の
で
、
宿
泊
税
あ

り
き
で
す
る
事
業
で
は
な
い
。

　

費
用
に
つ
い
て
は
ま
だ
中
身
を

詰
め
て
い
る
段
階
で
、
４
千
万
円

と
い
う
の
も
概
算
金
額
。
今
後
進

行
状
況
を
情
報
共
有
し
て
い
く
。

高
井
委
員
　
宿
泊
税
の
使
い
道
は

需
要
と
供
給
が
合
っ
た
か
た
ち
で

使
用
す
る
べ
き
だ
。

商
工
観
光
課
長　

Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
に
つ

い
て
は
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
つ
け

る
の
が
効
率
的
か
を
協
議
し
な
が

ら
詰
め
て
い
く
。
ま
た
、
観
光
だ

け
で
は
な
く
、
防
災
の
観
点
か
ら

も
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
情
報
か
ら
行
動
履
歴

が
取
れ
活
用
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。

木
下
委
員
　
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
は
屋
外
の

広
い
エ
リ
ア
に
な
る
と
非
常
に
遅

く
な
る
の
で
、
デ
ー
タ
通
信
の
ほ

う
を
充
実
さ
せ
た
ほ
う
が
い
い
の

で
は
。
ス
キ
ー
遭
難
者
も
デ
ー
タ

通
信
で
救
助
要
請
し
て
い
る
。

商
工
観
光
課
長　

デ
ー
タ
通
信
に

関
し
て
は
一
自
治
体
で
の
改
善
が

難
し
く
、
観
光
部
門
と
し
て
北
海

道
に
も
総
合
振
興
局
を
通
じ
て
要

望
を
し
て
い
る
。

【
地
域
活
性
化
起
業
人
事
業
】

木
下
委
員
　
今
回
ふ
る
さ
と
納
税

に
特
化
し
た
方
を
呼
ぶ
と
い
う
こ

と
だ
が
、
ど
の
く
ら
い
の
成
果
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

企
画
環
境
課
長　

町
の
歳
入
を
増

や
す
体
制
を
構
築
し
て
い
く
な
か

で
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し
て
は

外
部
と
の
調
整
が
重
要
と
な
っ
て

く
る
。
総
合
戦
略
的
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
商
品
の
開
発
等
も
携
え
る
人

材
を
求
め
て
い
る
。

副
町
長　

現
在
１
億
５
千
円
ほ
ど

だ
が
、
近
い
将
来
ま
ず
は
２
億
か

ら
３
億
円
を
達
成
し
た
い
。

【
町
有
地
活
用
可
能
性
業
務
委
託
】

高
木
委
員
長
　
町
有
地
活
用
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、
9
・
12
月
定

ニセコユナイテッドシャトルやニセコ周遊バスには、
バスの位置がわかるバスロケーションシステムが導入
されている
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例
会
で
も
ル
ー
ル
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
明
文
化
を
と
い
う
声
が
私
と

他
議
員
か
ら
あ
が
っ
て
い
た
。

　
今
回
具
体
的
な
場
所
が
豊
里
の

最
終
処
分
場
周
辺
と
い
う
説
明
だ

っ
た
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
等

は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

企
画
環
境
課
長　

今
回
は
豊
里
地

区
の
開
発
計
画
に
特
化
し
た
も
の

で
は
な
く
町
有
地
全
般
に
関
し
て

の
話
で
、
企
業
連
携
な
ど
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
構
想
や
戦
略
を
作

成
す
る
際
の
立
地
や
形
状
、
イ
ン

フ
ラ
な
ど
を
含
め
て
調
査
し
、
実

際
ど
の
よ
う
な
企
業
誘
致
が
で
き

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
見
え
る
化

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

総
務
課
長　

全
体
的
な
こ
と
は
管

理
し
て
い
る
総
務
課
の
ほ
う
で
ま

と
め
て
い
く
が
、
町
有
地
の
在
り

方
、
賃
料
売
買
等
を
含
め
内
部
で

再
検
討
中
だ
。

副
町
長　

議
会
か
ら
企
業
誘
致
が

行
政
側
先
行
で
決
ま
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
と
い
う
話
が
あ
っ
て
、
町

民
の
皆
様
に
も
納
得
と
ご
協
力
を

い
た
だ
け
る
よ
う
な
方
向
性
で
進

め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
回
は
そ
の
基
盤
と
な
る
部
分
、

町
が
保
有
す
る
土
地
に
つ
い
て
、

企
業
誘
致
だ
け
で
な
く
ど
う
い
っ

た
も
の
に
活
用
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
を
調
査
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
々
は
そ
の

次
の
段
階
に
な
ろ
う
と
か
と
思
う
。

町
長　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
い
ろ
い

ろ
な
事
項
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る

が
、
情
報
発
信
・
共
有
の
在
り
方

に
関
し
て
の
問
題
点
も
含
ま
れ
る

と
受
け
止
め
て
い
る
。

【
２
地
域
居
住
関
係
人
口
支
援
業

務
委
託
】

高
井
委
員
　
ど
の
よ
う
な
内
容
で
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

企
画
環
境
課
長　

新
規
事
業
で
２

地
域
居
住
に
係
る
相
談
窓
口
（
人

員
１
名
）
を
設
置
す
る
。
移
住
・

定
住
と
は
区
別
さ
れ
、２
地
域（
生

活
拠
点
と
別
の
特
定
地
域
に
拠
点

を
持
っ
て
い
る
）
で
活
躍
し
て
い

る
方
を
ニ
セ
コ
町
に
呼
ぶ
こ
と
を

目
的
と
し
、
相
談
以
外
に
Ｐ
Ｒ
や

支
援
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
等
も
開
催

し
て
い
く
。

　

過
疎
化
が
進
む
な
か
、
人
口
増

加
は
多
方
面
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
移
住
に
頼
る
だ

け
で
は
無
理
が
あ
り
、
こ
の
２
地

域
居
住
で
人
口
維
持
と
多
様
な
可

能
性
を
狙
い
た
い
。

高
井
委
員
　
住
宅
が
不
足
し
て
い

る
な
か
、
定
住
し
た
い
方
の
住
宅

が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
調
整
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

町
長　

い
ま
国
で
も
推
進
し
て
い

る
事
業
で
、
２
地
域
居
住
の
人
口

は
関
係
人
口
と
い
っ
て
、
移
住
・

定
住
人
口
で
も
観
光
に
来
ら
れ
た

交
流
人
口
で
も
な
い
地
域
と
多
様

に
関
わ
る
人
を
指
す
。
特
別
交
付

税
の
対
象
に
も
な
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
町
で
取
り
組
む
こ
と
は
大
変

意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
れ
と
は
別
に
、
住
宅
不
足
に

関
し
て
も
向
き
合
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
思
っ
て
い

る
。

【
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
】

高
木
委
員
長
　
中
期
ス
パ
ン
で
の

財
政
資
料
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
を
見
る
と
８
年
度
以
降
15
年

度
ま
で
経
常
経
費
比
率
（
※
１
）

は
上
が
っ
て
い
き
、
投
資
的
経
費

比
率
（
※
２
）
は
下
が
っ
て
い
く
。

　
そ
う
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、

令
和
８
年
度
予
算
の
中
に
は
仕

様
・
内
容
等
の
詳
細
が
ま
だ
固
ま

っ
て
い
な
い
概
算
で
の
予
算
も
含

ま
れ
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

な
考
え
方
を
基
本
に
据
え
て
計
画

を
立
て
、
事
業
を
執
行
し
て
い
く

の
か
。

総
務
課
長　

経
常
経
費
比
率
は
90

％
く
ら
い
で
も
問
題
な
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。
ニ
セ
コ
町
は
平
均
し

て
80
～
90
％
程
度
で
推
移
し
て
い

る
の
で
、
健
全
と
考
え
て
い
る
。

　

補
助
金
・
交
付
金
や
有
利
な
起

債
な
ど
で
投
資
的
経
費
を
確
保
し

て
い
き
な
が
ら
、
今
後
の
財
政
運

営
を
し
て
い
き
た
い
。

高
木
委
員
長
　
こ
れ
か
ら
起
債
の

返
済
が
始
ま
っ
て
い
く
の
で
そ
の

割
合
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
。
ま

た
、
高
校
が
全
日
制
に
な
り
教
員

の
人
件
費
も
伸
び
て
い
く
。
そ
の

中
で
具
体
的
な
金
額
が
出
て
い
な

い
事
業
も
予
算
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
十

分
精
査
し
た
上
で
の
予
算
計
上
を

心
が
け
て
ほ
し
い
。

総
務
課
長　

交
付
税
も
伸
び
て
き

て
い
る
の
で
、
長
期
的
な
ス
パ
ン

で
し
っ
か
り
精
査
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

町
長　

今
の
財
政
の
改
善
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
的
な
税
収
を

見
込
ん
だ
り
既
存
の
賃
貸
料
を
実

態
に
合
わ
せ
て
見
直
し
た
り
と
、

収
入
に
関
し
て
は
増
や
し
て
い
く

こ
と
を
挑
戦
す
る
。

　

支
出
に
関
し
て
は
概
算
で
予
算

計
上
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ

ら
全
額
を
使
う
の
で
は
な
く
、
実

態
に
合
わ
せ
て
実
行
す
る
。
当
然

執
行
残
も
出
て
く
る
の
で
、
こ
れ

ま
で
も
決
算
で
は
取
り
崩
し
て
き

た
基
金
の
金
額
以
上
を
戻
し
て
い

く
運
営
も
し
て
き
た
と
思
う
。

　

一
方
、
こ
れ
ま
で
の
投
資
が
重

な
っ
た
部
分
の
公
債
費
が
大
き
く

心
配
さ
れ
て
い
る
か
と
思
う
が
、

基
金
を
取
り
崩
し
て
収
支
を
合
わ

せ
て
い
く
余
力
が
あ
る
の
で
、
過

剰
な
心
配
は
必
要
な
い
と
考
え
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
受
け
止

め
、
今
後
町
政
執
行
を
果
た
し
て

い
く
。
現
状
に
甘
ん
じ
ず
、
一
つ

一
つ
見
極
め
な
が
ら
丁
寧
に
判
断

を
し
町
政
運
営
に
努
め
て
い
き
た

い
。

※
１
【
経
常
経
費
比
率
】
　
人

件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
（
借

金
）
な
ど
の
経
常
経
費
に
税
収

等
の
一
般
財
源
が
ど
れ
だ
け
充

て
ら
れ
る
か
を
示
し
ま
す
。
高

い
ほ
ど
自
由
に
使
え
る
お
金
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

※
２
【
投
資
的
経
費
比
率
】
　

歳
出
総
額
に
占
め
る
道
路
・
施

設
整
備
等
の
投
資
的
経
費
の
割

合
で
す
。
施
設
が
ス
ト
ッ
ク
と

し
て
将
来
に
残
る
が
、
義
務
的

経
費
発
生
の
要
因
と
も
な
る
。
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PickUP 1

計画の策定
〔 過疎地域持続的

発展市町村計画〕

法
律
に
基
づ
き
今
後
５
年
間
の

「
過
疎
計
画
」
を
策
定

　
町
の
最
も
重
要
な
計
画
で
あ
る

第
６
次
総
合
計
画
の
方
針
に
に
基

づ
き
、
今
後
５
年
間
に
想
定
し
う

る
取
り
組
み
を
計
画
に
ま
と
め
ま

し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
、
有
利
な

地
方
債
発
行
（
借
入
）
や
交
付
金

活
用
な
ど
に
よ
り
、
町
の
必
要
な

事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

計
画
に
掲
載
さ
れ
た
主
な
事
業
は

次
の
通
り
で
す
。

○
ニ
セ
コ
国
際
高
校

○�

福
祉
施
設
老
朽
化
、
地
域
医
療

の
格
差
拡
大
対
策

○�

移
住
・
二
地
域
居
住
・
関
係
人

口
、
ふ
る
さ
と
住
民
な
ど
多
様

な
地
域
と
の
関
わ
り
推
進

○
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

○
脱
炭
素
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
　
な
ど

PickUP 2

「綺羅乃湯」
入館料改定

〔 町外利用者の
料金を値上げ 〕

　
条
例
改
正
に
よ
り
ニ
セ
コ
駅
前

温
泉
「
綺
羅
乃
湯
」
の
入
館
料
を

改
定
し
、
安
全
・
衛
生
環
境
の
管

理
向
上
や
物
価
上
昇
に
伴
う
経
営

安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　
今
年
７
月
か
ら
町
外
利
用
者
の

入
館
料
を
値
上
げ
し
、
ニ
セ
コ
町

民
は
据
え
置
き
ま
す
。
ま
た
、
ニ

セ
コ
高
校
の
寮
生
に
つ
い
て
は
風

呂
場
が
な
い
た
め
（
シ
ャ
ワ
ー
は

有
り
）
、
寮
生
が
気
軽
に
利
用
で

き
る
よ
う
特
別
料
金
の
設
定
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

改
定
前
　
大
人
１
回
　
６
０
０
円

　
　
　
　
小
人
１
回
　
２
５
０
円

改
定
後
（
町
外
利
用
者
）

　
　
　
　
大
人
１
回
　
８
０
０
円

　
　
　
　
小
人
１
回
　
３
０
０
円

　
　
　
　
※
町
民
は
据
え
置
き

PickUP 3

国保税条例の
改正

〔
子ども・子育て
支援金制度による

負担増 〕

　
高
齢
者
を
含
む
す
べ
て
の
世
代

や
企
業
か
ら
拠
出
す
る
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」
実
施

の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
に
お
い

て
保
険
税
の
負
担
区
分
が
従
来
の

３
区
分
か
ら
４
区
分
に
増
え
ま
す
。

な
お
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
に
か

か
る
国
保
税
額
均
等
割
の
全
額
免

除
（
町
独
自
）
は
継
続
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度

　
す
べ
て
の
世
代
・
企
業
で
子

育
て
世
帯
を
支
え
る
と
い
う
理

念
に
よ
り
、
子
育
て
支
援
策
の

財
源
を
社
会
全
体
で
負
担
す
る

国
の
新
た
な
仕
組
み
。
こ
の
財

源
は
「
子
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
」
や
児
童
手
当
な
ど
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

　
令
和
８
年
の
第
１
回
定
例
会
が
３
月
２
日
か
ら
11
日
ま

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
年
度
各
会
計
予
算
は
予
算
特
別
委
員
会
を
設
け 

（
１
～
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）、
そ
の
ほ
か
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
策
定
、
財
産
の
無
償
貸
付
（
旧
宮
田
小
学
校

体
育
館
）、
条
例
の
制
定
や
改
正
な
ど
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
10
日
に
は
６
人
の
議
員
か
ら
10
件
の
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
（
質
問
内
容
は
６
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
）。

　
ま
た
、
補
正
予
算
の
審
議
の
ほ
か
、
イ
ラ
ン
で
の
戦
闘

早
期
終
結
を
求
め
る
決
議
も
行
い
ま
し
た
。
審
議
の
結
果

は
表
の
と
お
り
で
す
。

令
和
８
年
度
各
会
計
予
算
の
ほ
か
、
過
疎
地
域
計
画
、
旧
宮
田
小
体
育
館
の
貸
付
、

条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど
24
案
件
を
審
議　
　
【
３
月
開
催
第
１
回
定
例
会
】

綺羅乃湯は非常に人気があり、夕方や週末は駐車

場もいっぱいになっていることが多い
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第 1 回定例会 （会期 3 月 2 日～ 11 日）　審議一覧
件　名 結果

【計画】
ニセコ町過疎地域持続的発展市町村計
画の策定について� Ｐ７参照

原案可決
［全会一致］

【貸付】
普通財産の無償貸付について
（旧宮田小学校屋内体育館）

原案可決
［全会一致］

【規約】
羊蹄山麓障害支援区分認定審査会共同
設置規約を変更するための協議につい
て

原案可決
［全会一致］

【条例】
ニセコ町特定乳幼児等通園支援事業の
運営に関する基準を定める条例

原案可決
［全会一致］

【条例】
ニセコ町行政手続条例の一部を改正す
る条例

原案可決
［全会一致］

【条例】
ニセコ町職員定数条例の一部を改正す
る条例

原案可決
［全会一致］

【条例】
職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例

原案可決
［全会一致］

【条例】
ニセコ町会計年度任用職員の給与及び
費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例

原案可決
［全会一致］

【条例】
ニセコ町ふるさとづくり寄付条例の一部
を改正する条例

原案可決
［全会一致］

【条例】
ニセコ駅前温泉「綺羅乃湯」設置及び
管理に関する条例の一部を改正する条
例� Ｐ７参照

原案可決
討論あり

［起立採決］
賛成8反対1

【条例】
ニセコ町水道事業条例の一部を改正する
条例

原案可決
［全会一致］

【条例】
ニセコ町営住宅条例の一部を改正する
条例

原案可決
［全会一致］

【条例】
ニセコ町幼児センターの設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条例

原案可決
［全会一致］

【条例】
ニセコ町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例� Ｐ７参照

原案可決
［全会一致］

件　名 結果

【新年度予算】
令和８年度ニセコ町一般会計予算

原案可決
［全会一致］

【新年度予算】
令和８年度ニセコ町国民健康保険事業
特別会計予算� Ｐ１～参照

原案可決
［全会一致］

【新年度予算】
令和８年度ニセコ町後期高齢者医療特
別会計予算� Ｐ１～参照

原案可決
［全会一致］

【新年度予算】
令和８年度ニセコ町簡易水道事業会計
予算 � Ｐ１～参照

原案可決
［全会一致］

【新年度予算】
令和８年度ニセコ町公共下水道事業会
計予算 � Ｐ１～参照

原案可決
［全会一致］

【補正予算】
専決処分した事件の承認について
（令和７年度ニセコ町一般会計補正予
算）

承　　認
［全会一致］

【補正予算】
令和７年度ニセコ町一般会計補正予算
� （２議案）

原案可決
［全会一致］

【補正予算】
令和８年度ニセコ町一般会計補正予算

原案可決
［全会一致］

【議会決議】
アメリカとイラン間の戦闘の早期終結を
求める決議について� Ｐ１７参照

原案可決
［全会一致］

令和８年度各会計予算は、起立により採決をとりました

（ニセコ町議会Youtubeより）
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 補正予算の審議 

追
加
の
物
価
高
対
策
費
（
高
齢
者

等
生
活
支
援
金
、
農
業
資
材
等
支

援
金
）、
衆
院
選
挙
経
費
、
建
設
事

業
に
充
て
る
地
方
債
増
額
な
ど
の

補
正
予
算
を
可
決�　
【
第
１
回
定
例
会
】

会計区分
令和７年度当初

予算額
令和７年度補正後

予算額

一 般 104億7,000万円 112億5,034万円

国民健康保険事業 2億1,200万円 2億1,234万円

後期高齢者医療 7,580万円 7,953万円

簡 易 水 道 事 業 11億6,654万円 11億6,757万円

公共下水道事業 ３億5,576万円 ３億5,677万円

主
な
補
正
予
算

令
和
７
年
度
一
般
会
計

【
歳
入
】

道
支
出
金

�

１
２
１
７
万
７
千
円

　�

衆
議
院
議
員
選
挙
の
執

行
に
充
て
る
事
務
委
託

金
国
庫
支
出
金

�

７
２
２
６
万
８
千
円

　�

新
た
な
経
済
対
策
や
物

価
高
対
策
に
充
て
る
国

の
交
付
金
（
一
部
令
和

８
年
度
予
算
に
計
上
済

の
も
の
を
令
和
７
年
度

中
か
ら
前
倒
し
て
実
施

す
る
た
め
）

企
業
版
ふ
る
さ
と
づ
く

り
寄
付
金

�

　
１
０
０
０
万
円

　
企
業
か
ら
の
寄
付

町
債�

５
７
５
０
万
円

　�

公
住
新
団
地
整
備
事
業
、

土
木
災
害
復
旧
費
、
各

施
設
の
改
修
事
業
な
ど

の
財
源
に
充
当

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

�
７
２
１
８
万
６
千
円

　�

経
済
対
策
な
ど
に
充
て

る
国
庫
支
出
金
の
残
り

の
財
源
を
基
金
の
活
用

に
よ
り
調
整

【
歳
出
】

衆
議
院
議
員
選
挙
費

�

１
２
１
７
万
７
千
円

　�

２
月
８
日
衆
議
院
議
員

選
挙
の
執
行
経
費
（
報

酬
、
手
当
、
委
託
料
、

備
品
購
入
費
等
）

企
業
版
ふ
る
さ
と
づ
く

り
基
金
積
立

�

１
０
０
０
万
円

　�

企
業
か
ら
の
ふ
る
さ
と

寄
付
を
基
金
に
積
み
立

て
、
次
年
度
に
活
用

高
齢
者
介
護
施
設
経
営

事
業
補
助

�

５
９
万
９
千
円

　�

介
護
人
材
募
集
や
職
員

待
遇
改
善
の
経
費
を
ニ

セ
コ
福
祉
会
へ
助
成

デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
補

助�

４
７
８
万
８
千
円

　�

に
こ
っ
と
Ｂ
Ｕ
Ｓ
（
デ

マ
ン
ド
バ
ス
）
の
人
件

費
や
運
行
シ
シ
テ
ム
の

改
修
費
へ
助
成

新
た
な
経
済
対
策
の
た

め
の
各
種
事
業
費

�

１
億
４
２
６
５
万
５
千
円

　�

令
和
８
年
度
か
ら
令
和

７
年
度
に
前
倒
し
て
実

施
す
る
委
託
料
な
ど
の

国
庫
補
助
事
業
費

【
繰
越
明
許
費
】

�

１
億
７
８
１
３
万
５
千
円

　�

国
の
交
付
金
を
活
用
し

て
行
う
新
た
な
経
済
対

策
事
業
な
ど
を
次
年
度

に
予
算
を
繰
り
越
し
て

実
施

令
和
８
年
度
一
般
会
計

【
歳
入
】

国
庫
支
出
金

�

３
４
８
６
万
３
千
円

　�

追
加
の
物
価
高
対
策
事

業
に
充
て
る
国
の
重
点

支
援
交
付
金

【
歳
出
】

高
齢
者
等
生
活
支
援
事

業
費

�

１
１
７
０
万
１
千
円

　�

高
齢
者
の
う
ち
非
課
税

等
の
世
帯
を
対
象
に
、

１
世
帯
当
た
り
２
万
円

を
夏
の
生
活
支
援
金
と

し
て
給
付

農
業
資
材
等
支
援
事
業

費�

２
７
４
７
万
円

　�

肥
料
な
ど
農
業
資
材
の

価
格
高
騰
対
策
と
し
て

農
業
者
に
給
付

　
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
と
し
て
、
第

１
回
定
例
会
で
１
億
４
５
２
０
万
円
の
増
額
の
ほ
か
、

地
方
債
（
借
入
金
）
の
増
額
、
次
年
度
に
繰
り
越
し

て
実
施
す
る
事
業
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
可

決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
年
度
と
な
る
令
和
８
年
度
の
当
初
予
算

成
立
後
、
令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
３
９

１
７
万
円
の
増
額
に
つ
い
て
も
審
議
し
、
可
決
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
今
回
計
上
さ
れ
た
事
業
の
一
部
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

ＷＥＢ予約ができます
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そ
の
議
案
や
補
正

予
算
に
質
問
！

議
案 

【
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
（
過
疎
計
画
）
の
策
定
】

高
木
議
員
　
計
画
に
登
載
さ
れ
た

新
規
事
業
は
か
な
り
の
数
に
上
る

が
、
必
ず
実
施
す
る
も
の
か
。
ま

た
、
こ
れ
ら
事
業
は
役
場
で
積
み

上
げ
て
作
っ
た
も
の
か
。

企
画
環
境
課
長　

登
載
事
業
は
計

画
の
性
質
上
、
必
ず
実
施
す
る
も

の
で
は
な
い
。
過
疎
債
（
※
参
照
）

の
活
用
を
前
提
と
し
て
、
庁
内
で

調
査
の
う
え
事
業
を
掲
載
し
て
い

る
。

篠
原
議
員
　
今
後
の
町
の
状
況
に

よ
っ
て
は
過
疎
計
画
の
対
象
と
な

る
過
疎
地
域
か
ら
外
れ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
、
議
会
で
も
勉
強
会
や

国
へ
の
要
請
を
行
っ
て
き
た
。
計

画
に
つ
い
て
、
過
疎
債
を
借
り
る

た
め
だ
け
で
な
く
、
真
に
自
立
を

し
て
い
く
手
だ
て
と
な
る
事
業
が

ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ま
れ
、
展
開

し
て
い
く
つ
も
り
か
。

副
町
長　

こ
の
計
画
の
５
年
後
に

は
過
疎
債
が
活
用
で
き
な
く
な
る

と
の
状
況
の
も
と
、
有
利
な
財
源

は
活
用
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｘ
や
広
域

連
携
、
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
な

ど
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
自
治
創

生
総
合
戦
略
に
基
づ
い
た
人
口
の

流
入
増
や
町
の
歳
入
増
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

篠
原
議
員
　
計
画
期
間
後
で
あ
る

５
年
後
に
ど
の
よ
う
な
世
界
を
描

い
て
い
る
か
。
５
年
後
に
自
立
し

て
い
く
た
め
、
な
す
べ
き
事
業
と

し
て
何
を
挙
げ
て
い
る
か
。

企
画
環
境
課
長　

総
合
計
画
な
ど

の
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
登
載
し

た
。
今
後
状
況
に
応
じ
て
精
査
し

な
が
ら
実
施
に
あ
た
り
た
い
。

※
【
過
疎
債
】（
か
そ
さ
い
）

　
町
が
国
な
ど
か
ら
借
り
る
地

方
債
（
借
入
金
）
の
一
種
。
過

疎
計
画
に
公
共
施
設
整
備
な
ど

の
事
業
計
画
を
載
せ
る
こ
と
で
、

そ
の
事
業
を
行
う
際
に
「
過
疎

債
」
と
し
て
資
金
を
借
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
後
年
度

返
済
す
る
と
き
に
国
が
返
済
額

の
７
割
を
交
付
金
に
よ
り
補
て

ん
す
る
仕
組
み
で
、
町
に
と
っ

て
「
有
利
な
借
金
」
と
し
て
事

業
に
活
用
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

議
案 

【
駅
前
温
泉
「
綺
羅
乃
湯
」

設
置
管
理
条
例
の
改
正
】

斉
藤
議
員
　
新
た
な
高
校
の
寮
に

は
風
呂
が
な
く
シ
ャ
ワ
ー
の
み
で

あ
る
。
現
在
大
人
料
金
で
あ
る
高

校
生
の
入
館
料
を
小
人
料
金
な
ど

と
同
等
に
引
き
下
げ
て
施
設
を
利

用
し
て
も
ら
う
考
え
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長　

ニ
セ
コ
高
校
生

の
入
館
料
に
つ
い
て
は
大
人
料
金

で
は
な
く
、
条
例
上
認
め
ら
れ
る

特
別
な
料
金
と
し
て
別
に
設
定
す

る
方
向
で
、
指
定
管
理
者
側
と
現

在
検
討
し
て
い
る
。

議
案 

【
町
職
員
定
数
条
例
の
改

正
】

高
木
議
員
　
条
例
上
の
職
員
定
数

と
今
年
４
月
の
実
数
見
込
み
を
比

較
し
て
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

総
務
課
長　

退
職
や
新
規
採
用
を

含
め
る
と
４
月
時
点
で
は
職
員
数

は
約
１
０
０
名
と
な
り
、
定
数
内

に
収
ま
る
見
通
し
。

篠
原
議
員
　
ニ
セ
コ
国
際
高
校
の

教
育
職
員
数
に
つ
い
て
、
加
配
措

置
を
含
ん
だ
定
数
設
定
か
。
含
ん

で
い
な
い
場
合
、
加
配
が
あ
れ
ば

再
度
条
例
の
改
正
と
な
る
の
か
。

総
合
教
育
課
参
事　

令
和
10
年
度

以
降
の
上
限
と
な
る
人
数
を
考

慮
し
て
教
育
職
員
定
数
23
人
を
設

定
し
た
。
加
配
措
置
数
は
含
ん
で

い
な
い
た
め
、
上
限
を
超
え
る
見

通
し
と
な
っ
た
場
合
は
定
数
増
の

改
正
を
し
た
い
。

補
正
予
算 

【
公
営
住
宅
新
団
地
建

設
工
事
】

小
松
議
員
　
当
初
予
定
し
た
新
団

地
集
会
場
の
建
設
は
ど
の
よ
う
な

方
針
と
な
っ
た
か
。

都
市
建
設
課
長　

集
会
場
建
設
に

２
億
円
以
上
を
要
す
る
と
思
わ
れ
、

住
宅
不
足
の
状
況
も
考
慮
し
な
が

ら
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

町
営
プ
ー
ル
前
の
新
団
地

補
正
予
算 

【
高
齢
者
等
生
活
支
援

金
（
令
和
８
年
度
事
業
）】

高
木
議
員
　
こ
の
支
援
金
と
あ
わ

せ
て
、
高
齢
者
世
帯
に
対
す
る
エ

ア
コ
ン
設
置
の
補
助
と
い
っ
た
対

策
は
検
討
し
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　

支
援
金
は
国
の

交
付
金
を
活
用
し
た
生
活
支
援
策

で
あ
り
、
エ
ア
コ
ン
の
購
入
や
そ

の
電
気
代
な
ど
に
も
充
て
て
い
た

だ
く
活
用
を
考
え
て
い
る
。

町
長　

町
独
自
の
エ
ア
コ
ン
設
置

補
助
に
つ
い
て
は
、
財
源
の
目
途

が
な
い
こ
と
や
設
置
後
の
電
気
代

負
担
の
問
題
な
ど
か
ら
今
の
と
こ

ろ
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
今
回

の
支
援
金
は
物
価
高
支
援
の
一
環

と
し
て
実
施
し
、
エ
ア
コ
ン
設
置

も
含
む
生
活
支
援
の
一
助
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

補
正
予
算 

【
農
業
資
材
等
支
援
金

（
令
和
８
年
度
事
業
）】

榊
原
議
員
　
支
援
金
の
給
付
、
配

分
方
法
に
つ
い
て
は
国
の
方
針
に

よ
る
も
の
か
。

農
政
課
長　

国
の
方
針
で
は
な
く

町
独
自
の
考
え
方
に
よ
り
、
今
回

の
給
付
事
業
に
取
り
組
む
。
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議員の日常活動と調査、住民の声や自身の考えをもとに

町長・教育長に方針を問います。

要約文章・掲載写真は各議員が編集をしています。 一 般 質 問
町政を問う！

ｐ12	 小松 弘幸 議員
　　・駆除用銃弾と鳥獣被害広域連携について

ｐ12	 髙瀨 浩樹 議員
　　・簡易水道事業の現状と今後のありかたについて

ｐ13	 斉藤 うめ子 議員
　　・ニセコ町まちづくり基本条例の課題について

　　・倶知安町への通院バスの運行について

ｐ14	 高井 裕子 議員
　　・ニセコ中央倉庫群の今後の活用について

　　・公営住宅のあり方について

ｐ15-16	 高木 直良 議員
　　・市街地小規模開発に適切に対処する仕組みづくりについて

　　・ニセコ国際高校のよりよい運営について

　　・ニセコ町のスキー文化継承について

ｐ16	 篠原 正男 議員
　　・広域連携について

一般質問は3月10日に行われました。
ＹｏｕＴｕｂｅトップの説明文章に議員名と時間を記入しています。時間をクリックして
いただくと各質問のトップに移動します。
ＹｏｕＴｕｂｅ映像及び音声の著作権はニセコ町議会に帰属しています。法令上で認めら
れた場合を除き、無断で映像や音声の切り抜きや転載はできません。

YouTube YouTube 録画配信中！

　議会では「定例会（年４回／会期１週間程度）」「臨時会(随
時／会期１日程度)」を開催しています。傍聴を希望される方
は会議の開催日などをニセコ町のホームページでご確認いた
だき、ニセコ町役場３階の町民ホールへお越しください。
　１階の展示ホールのテレビでも中継ライブを見ることがで
きます

議会を傍聴しませんか
～次回定例会は６月上旬に開会します～



12 11� ニセコ町 議会だより　第205号  2026年6月発行ニセコ町 議会だより　第205号  2026年6月発行

一般質問

Ｑ　

①
駆
除
用
ハ
ー
フ
ラ

イ
フ
ル
銃
や
ラ
イ
フ
ル
銃

の
弾
薬
は
価
格
が
著
し
く

上
昇
し
て
い
る
。
銃
弾
の

値
上
が
り
は
猟
友
会
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
が
、
対

応
は
検
討
し
て
い
る
か
。

Ａ
町
長　

弾
薬
コ
ス
ト
が

増
え
る
こ
と
で
活
動
継

続
に
負
担
が
か
か
る
こ
と

は
十
分
に
理
解
し
て
い
る
。

予
算
編
成
で
は
、
必
要
経

費
の
値
上
が
り
を
加
味
し

て
計
上
し
て
い
る
。
有
害

鳥
獣
駆
除
業
務
委
託
料
は

令
和
８
年
度
予
算
も
増
額

の
予
算
計
上
を
し
、
対
策

の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
も
実
態
を
伺
い
、
駆
除

活
動
が
持
続
的
に
行
え
る

よ
う
、引
き
続
き
対
応
す
る
。

Ｑ　

銃
弾
が
高
い
こ
と
で
、

練
習
用
と
し
て
弾
を
発
射

す
る
こ
と
も
ち
ゅ
う
ち
ょ

し
て
い
る
。
技
術
向
上
の

た
め
銃
弾
購
入
に
半
額
以

上
の
助
成
で
き
な
い
か
。

Ａ
農
政
課
長　

必
要
経
費

は
業
務
委
託
料
で
賄
え
る

よ
う
、
今
後
も
調
整
す
る
。

Ｑ　

領
収
書
の
提
出
で
助

成
で
き
な
い
か
。

Ａ
農
政
課
長　

領
収
書
の

提
出
も
猟
友
会
の
皆
様
に

は
負
担
と
な
り
、
町
も
事

務
負
担
の
軽
減
を
図
る
観

点
か
ら
難
し
い
。
委
託
料

が
不
足
す
る
際
に
は
対
応

し
た
い
。

小松 弘幸 議員

駆
除
用
銃
弾
の
値
上
げ

に
関
す
る
対
応
は

Q
業
務
委
託
料
で
今
後
も

調
整
す
る

A

Ｑ　

住
民
生
活
の
重
要
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水

道
事
業
は
、
施
設
の
老
朽

化
や
維
持
管
理
費
コ
ス
ト

の
上
昇
な
ど
財
政
運
営
は

厳
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　

①
料
金
収
入
の
推
移
、

②
維
持
管
理
費
、
③
他
会

計
補
助
金
の
３
点
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
町
長　

①
令
和
16
年
頃

ま
で
は
微
増
傾
向
で
、
そ

の
後
、
緩
や
か
に
人
口
減

少
が
進
む
に
伴
い
、
料
金

収
入
も
減
少
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
。
②
令
和
８
年

度
が
最
も
多
く
17
億
２
４

０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
10
年
度
以
降
は
４
億

円
前
後
で
推
移
す
る
と
見

込
ん
で
い
る
。
③
水
道
事

業
は
独
立
採
算
が
原
則
と

な
っ
て
い
る
が
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
を
最
小
限

に
抑
え
つ
つ
、
将
来
的
に

は
料
金
の
見
直
し
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

私
は
農
業
を
や
っ
て

い
る
が
、
農
業
資
材
は
一
年

お
き
に
10
～
20
％
ぐ
ら
い

上
が
っ
て
い
る
。
料
金
の

改
定
や
超
過
分
の
見
直
し

に
関
し
て
考
え
は
あ
る
か
。

Ａ
上
下
水
道
課
長　

こ
の

４
月
に
農
業
者
の
超
過
料

金
を
一
般
の
家
庭
と
同
じ

に
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
充
て
一
年
先
送
り
と

髙瀨 浩樹 議員

簡
易
水
道
事
業
の
将
来

の
見
通
し
は

Q
収
入
減
少
を
見
込
み
、

料
金
見
直
し
を
検
討

A

水
道
管
工
事
（
字
羊
蹄
）

Ｑ　

②
田
中
町
長
に
な
っ

た
こ
と
で
、
広
域
連
携
に

拍
車
が
か
か
る
よ
う
取
り

組
む
べ
き
そ
の
対
応
を
伺

う
。

Ａ
町
長　

各
町
村
に
よ
っ

て
取
組
状
況
に
違
い
が
あ

り
、
広
域
体
制
の
構
築
は

簡
単
に
進
ま
な
い
の
が
実

情
だ
。
ま
ず
は
関
係
機
関
、

近
隣
町
村
と
の
情
報
共
有

を
通
じ
、
効
果
的
な
取
組

の
検
討
を
継
続
し
た
い
。

Ｑ　

第
一
に
振
興
局
に
事

務
局
を
設
置
す
べ
き
。
公

的
支
援
、
交
付
金
を
活
用

す
る
こ
と
で
各
自
治
体
の

財
政
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

体
制
の
構
築
に
力
を
注
ぐ

べ
き
だ
。

Ａ
農
政
課
長　

町
村
間
に

違
い
が
あ
る
が
、
効
果
的

な
取
組
み
に
つ
な
げ
た
い
。

し
た
。

　

し
か
し
、
令
和
元
年
に

水
道
料
金
を
30
％
以
上
あ

げ
た
結
果
、
羊
蹄
山
麓
７

か
町
村
で
一
番
高
い
水
道

料
金
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

ま
た
あ
げ
る
の
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。
更
新
事

業
は
毎
年
あ
る
の
で
、
今

後
を
見
据
え
な
が
ら
料
金

改
定
の
時
期
は
判
断
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ　

町
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
考
え
て
ほ
し
い
。
ま

た
広
域
連
携
と
い
う
考
え

方
は
ど
う
か
。

Ａ
上
下
水
道
課
長　

広
域

連
携
を
前
提
と
し
た
会
議

も
年
一
回
開
か
れ
て
い
る

が
、
地
形
か
ら
し
て
も
厳

し
い
。

Ａ
町
長　

水
道
管
の
耐
震

化
に
関
す
る
助
成
等
は
、

引
き
続
き
国
に
も
し
っ
か

り
要
望
し
て
い
き
た
い
。
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Ｑ　

倶
知
安
町
へ
の
通
院

バ
ス
を
運
行
し
て
欲
し
い

と
い
う
強
い
要
望
が
あ
る
。

ニ
セ
コ
町
か
ら
通
院
に
は

最
短
で
も
１
時
間
～
２
時

間
以
上
は
か
か
る
。
ニ
セ

コ
町
地
域
公
共
交
通
計
画

の
中
の
通
院
実
態
で
は
一

日
99
人
が
倶
知
安
厚
生
病

院
に
通
っ
て
い
る
。
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
と
一
回

に
往
復
で
１
～
２
万
円
は

か
か
る
。

Ａ
町
長　

タ
ク
シ
ー
利
用

を
助
成
す
る
重
度
障
害
者

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
や
、

人
工
透
析
治
療
者
へ
の
通

院
交
通
費
助
成
、
介
護
保

険
制
度
で
要
支
援
の
認
定

を
受
け
た
人
を
対
象
と
し

て
福
祉
有
償
移
動
サ
ー
ビ

ス
事
業
な
ど
支
援
制
度
が

あ
る
。
町
内
の
ニ
セ
コ
医

院
は
内
科
、
外
科
、
小
児

科
、
発
熱
外
来
が
あ
り
、

町
民
の
受
診
機
会
の
維
持

を
図
っ
て
行
き
た
い
。

Ｑ　

地
方
自
治
法
第
1
条

に
は
地
方
公
共
団
体
の
基

本
的
役
割
を
定
め
て
い
る
。

そ
れ
は
行
政
の
究
極
の
目

的
は
住
民
の
厚
生
、
福
祉

増
進
に
あ
る
。
つ
ま
り
町

民
の
生
活
を
健
康
で
豊
か

な
も
の
に
す
る
こ
と
で
あ

り
そ
の
た
め
に
憲
法
が
あ

り
、
法
律
が
あ
り
、
条
例
・

条
約
が
あ
る
。
な
ん
の
た

め
の
政
治
な
の
か
、
そ
の

究
極
の
目
的
を
町
長
に
伺

う
。

Ａ
企
画
環
境
課
長　

ニ
セ

コ
町
地
域
公
共
交
通
計
画

は
町
内
、
自
治
体
内
で
の

交
通
計
画
を
整
理
し
た
も

の
で
町
外
の
具
体
的
な
記

述
は
な
い
。

倶知安町へ通院バス
の運行を
� 斉藤 うめ子 議員

Q

町内交通の充実が
先決A

Ｑ　

ま
ち
の
憲
法
と
し
て

の
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
」
の
公
平
な
情
報
発
信
、

住
民
参
加
、
児
童
生
徒
へ

の
周
知
は
。　

Ａ
田
中
町
長　

転
入
者
に

ポ
ケ
ッ
ト
版
基
本
条
例
を

配
付
し
町
民
講
座
、
広
報

紙
で
も
特
集
ペ
ー
ジ
を
組

み
理
解
の
促
進
に
努
め
て

い
る
。
情
報
は
行
政
と
町

民
相
互
の
発
信
が
あ
っ
て

成
り
立
つ
。
町
民
が
参
加

す
る
権
利
の
規
定
や
互
い

に
対
等
な
立
場
で
個
人
の

尊
厳
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
教
育
長　

児
童
生
徒
が

地
域
活
動
を
通
し
て
条
例

の
理
念
や
思
い
を
理
解
す

る
こ
と
が
重
要
。

Ａ
総
合
教
育
課
長　

町
民

が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

子
ど
も
た
ち
が
体
験
的
に

学
ぶ
よ
う
実
践
的
な
取
組

を
し
て
い
き
た
い
。

Ａ
こ
ど
も
未
来
課
長　

広

報
紙
で
も
、「
ま
ち
を
つ

く
る
の
は
大
人
だ
け
じ
ゃ

な
い
！
」
と
い
う
特
集
を

組
み
、
子
ど
も
た
ち
の
活

動
を
町
民
の
方
に
周
知
さ

せ
て
い
る
。

Ｑ　

自
治
の
基
本
理
念
の

反
映
と
そ
の
証
は
ど
こ
で

判
断
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
企
画
環
境
課
長　

ま
ち

づ
く
り
へ
の
参
加
の
姿
勢

は
大
き
く
３
点
あ
げ
ら
れ
、

「
知
り
た
い
」・「
伝
え
た

い
・
話
し
合
い
た
い
」、「
取

斉藤 うめ子 議員

町
の
憲
法
は
町
民
に

浸
透
し
て
い
る
の
か

Q
町
民
の
認
知
度
は
75
・

６
％

A

り
組
み
た
い
」
が
ま
ち
づ

く
り
参
加
へ
の
機
能
の
整

理
を
し
て
い
る
。

Ｑ　

住
民
参
加
に
つ
い
て

無
作
為
抽
出
方
式
を
提
案

し
て
い
る
が
代
表
的
な
の

が
裁
判
員
制
度
、
気
候
市

民
会
議
で
あ
る
。
新
た
な

人
材
の
掘
り
起
こ
し
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
町
長　

住
民
参
加
の
仕

組
み
は
「
選
挙
」
の
適
切

な
役
割
が
民
主
主
義
の
機

能
と
解
釈
し
て
い
る
。
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一般質問

Ｑ　

地
域
住
民
や
地
域
お

こ
し
協
力
隊
、
観
光
客
が

集
う
交
流
の
場
と
し
て
期

待
さ
れ
た
中
央
倉
庫
だ
が
、

新
た
な
指
定
管
理
者
と
な

り
、
１
号
倉
庫
は
民
間
事

業
者
へ
と
貸
し
付
け
さ
れ

た
中
で
、
以
下
３
点
伺
う
。

①
Ｒ
７
年
度
の
活
用
状
況
。

②
次
年
度
の
体
制
、
方
針

変
更
は
。

③
中
央
倉
庫
群
全
体
の
一

体
的
な
取
り
組
み
は
。

Ａ
町
長　

①
今
年
度
は
指

定
管
理
者
の
下
、
館
長
と

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
計

３
名
で
運
営
し
、
２
か
月

間
は
町
民
限
定
で
旧
で
ん

ぷ
ん
工
場
の
無
料
貸
館
、

ま
た
は
半
額
貸
館
を
実
施
。

芝
生
で
は
、
幼
児
向
け
の

ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
の
無
料
貸

し
出
し
を
行
っ
た
。
１
号

倉
庫
の
貸
館
が
無
い
中
で
、

前
年
比
較
で
来
場
者
数
は

２
６
９
人
減
。

②
住
民
に
よ
り
活
用
さ
れ
、

地
域
に
根
差
す
こ
と
を
運

営
方
針
と
す
る
。
体
制
は

指
定
管
理
者
が
館
長
を
雇

い
、
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
を

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
チ
ン
と

し
て
貸
し
出
す
予
定
。
地

域
の
交
流
拠
点
と
し
て
、

地
元
地
域
に
住
む
方
を
優

先
採
用
し
た
集
落
支
援
員

を
配
置
し
、
移
住
定
住
相

談
窓
口
の
支
援
員
や
地
域

活
性
化
起
業
人
の
採
用
を

検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
央
地
区
の
事

業
者
交
流
会
や
イ
ベ
ン
ト

を
一
体
的
に
取
り
組
む
。

Ｑ　

①
で
ん
ぷ
ん
倉
庫
の

民
間
貸
付
は
今
後
検
討
し

て
い
な
い
の
か
。

②
中
央
倉
庫
以
外
の
他
の

倉
庫
の
民
間
貸
付
料
の
統

一
や
見
直
し
は
検
討
し
な

い
の
か
。

Ａ
企
画
環
境
課
長　

①
現

状
の
指
定
管
理
者
の
ま
ま
、

ま
ず
は
運
営
し
、
貸
付
は

現
時
点
で
は
検
討
し
て
い

な
い
。

Ａ
総
務
課
長　

②
見
直
し

は
必
要
だ
か
、
現
状
は
大

幅
な
変
更
は
難
し
い
。

高井 裕子 議員

ニ
セ
コ
中
央
倉
庫
群
の

今
後
の
活
用
は

Q
地
域
に
根
差
し
た
交
流

の
場
に
し
て
い
き
た
い

A

Ｑ　

公
営
住
宅
法
に
基
づ

き
算
定
さ
れ
る
公
営
住
宅

の
家
賃
だ
が
、
入
居
者
の

前
年
度
所
得
に
よ
り
翌
年

の
金
額
が
決
ま
る
。
大
幅

な
家
賃
の
引
上
げ
に
よ
り
、

複
数
の
子
育
て
世
代
か
ら

今
後
こ
の
町
で
生
活
す
る

こ
と
に
不
安
が
あ
る
と
の

声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
ニ

セ
コ
町
は
住
宅
不
足
で
、

民
間
住
宅
の
へ
の
住
み
替

え
も
容
易
で
は
な
い
。
何

か
対
策
は
な
い
か
。

Ａ
町
長 

公
営
住
宅
法
に

基
づ
き
、
町
独
自
で
の
家

賃
の
変
更
は
難
し
い
。
低

所
得
者
の
た
め
の
福
祉
住

宅
の
た
め
、
所
得
が
上
昇

す
る
こ
と
で
高
い
家
賃
へ

移
行
す
る
。
近
年
の
住
宅

不
足
や
民
間
家
賃
の
高
騰

に
よ
り
、
子
育
て
世
代
を

含
む
多
く
の
町
民
が
住
ま

い
の
確
保
に
不
安
を
抱
い

て
い
る
こ
と
は
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

　

今
回
の
よ
う
に
家
賃
が

大
幅
に
上
が
る
要
因
は
、

公
営
住
宅
に
５
年
以
上
住

み
、
家
賃
設
定
の
最
高
額

が
２
年
連
続
し
た
人
が
近

傍
同
種
家
賃
の
適
用
と
な

り
、
急
な
家
賃
の
上
昇
と

な
っ
た
。
近
傍
同
種
家
賃

の
高
騰
は
建
築
費
の
高
騰

が
影
響
。
民
間
住
宅
へ
の

住
み
替
え
や
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
が
あ
き
次
第
、
優

先
的
に
移
る
こ
と
を
勧
め

て
い
る
。

　

今
後
の
対
応
は
、
民
間

賃
貸
住
宅
の
供
給
数
増
に

向
け
た
補
助
の
継
続
、
官

民
連
携
と
し
て
は
株
式
会

社
ニ
セ
コ
ま
ち
と
も
連
携

を
図
り
た
い
。

Ｑ 

ニ
セ
コ
に
住
み
続
け

る
こ
と
を
諦
め
、
引
っ
越

し
を
検
討
し
て
い
る
方
も

い
る
が
、
何
か
見
通
し
は

立
た
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ａ
都
市
建
設
課
長　

す
ぐ

に
と
は
な
ら
な
い
が
、
真

摯
に
受
け
止
め
、
策
を
検

討
し
て
い
く
。

公営住宅家賃高騰へ
の対策はないか
� 高井 裕子 議員

Q

すぐには難しいが
対策を講じたいA
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Ｑ　

元
町
地
区
の
小
規
模

開
発
事
例
の
質
問
に
対
し
、

昨
年
、
前
町
長
か
ら
「
事

前
に
情
報
を
得
る
仕
組

み
を
道
に
要
請
し
た
い
」、

地
元
説
明
会
の
義
務
化
に

つ
い
て
「
専
門
家
の
意
見

も
聞
き
、
検
討
し
た
い
」

と
の
回
答
を
得
た
。
回
答

内
容
の
実
現
を
急
ぐ
べ
き

で
は
な
い
か
。

Ａ
町
長　

引
き
続
き
道
に

対
し
、
建
築
確
認
申
請
の

段
階
で
町
と
情
報
共
有
で

き
る
仕
組
み
を
要
請
し
て

い
く
。
民
間
の
審
査
機
関

に
対
し
て
も
、
申
請
段
階

で
情
報
共
有
の
要
請
を
検

討
す
る
。

　

不
特
定
多
数
が
出
入
り

す
る
業
態
の
事
業
者
を
景

観
条
例
で
規
制
す
る
こ
と

は
、
条
例
が
景
観
を
軸
と

し
て
い
る
た
め
、
生
活
環

境
に
関
す
る
説
明
会
の
義

務
化
を
盛
り
込
む
こ
と
は

難
し
い
。

Ｑ　

昨
年
の
回
答
と
進
展

が
な
い
。
ニ
セ
コ
町
と
し

て
公
式
に
文
書
を
発
出
す

る
と
か
、
振
興
局
と
共
同

で
文
書
を
発
出
す
る
な
ど

行
う
べ
き
だ
。

Ａ
都
市
建
設
課
長　

審
査

す
る
機
関
は
道
内
で
６
社
、

道
外
で
13
社
だ
が
、
情
報

共
有
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
し
た
い
。
生
活
環
境
に

つ
い
て
は
関
係
課
と
協
議
、

連
携
し
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

ニ
セ
コ
町
建
築
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
で
き
、
建
築

指
導
要
綱
も
策
定
さ
れ
る

が
、
こ
れ
が
多
く
の
事
業

者
に
伝
わ
る
こ
と
、
守
ら

れ
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。

Ａ
町
長　

以
前
か
ら
問
題

の
多
い
浄
化
槽
関
係
は
浄

化
槽
協
会
と
連
携
し
、
説

明
会
を
行
う
。

　

建
設
、
開
発
の
相
談
は

来
年
度
か
ら
事
前
予
約
制

に
し
て
、
事
前
に
適
切
な

情
報
把
握
が
で
き
る
仕
組

み
と
し
て
、
試
験
運
用
も

含
め
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

高木 直良 議員

小
規
模
開
発
情
報
把
握

や
説
明
会
義
務
化
を

Q
情
報
共
有
の
仕
組
み
な

ど
を
検
討
し
て
行
く

A

元町地区の開発

ニセコ国際高等学校 開校式で新校歌披露

Ｑ　

新
年
度
か
ら
の
ニ
セ

コ
国
際
高
校
開
校
や
新
寮

完
成
な
ど
関
係
者
の
努
力

に
は
敬
意
を
表
す
る
。
一

方
で
改
革
の
ス
ピ
ー
ド
へ

の
危
惧
も
あ
る
。
引
き
続

く
条
件
整
備
の
課
題
も
あ

る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

教
員
の
皆
さ
ん
へ
の
期
待

は
大
き
い
。

①
教
職
員
の
情
報
共
有
、

率
直
な
意
見
交
換
の
場
つ

く
り
が
極
め
て
重
要
だ
が
、

そ
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

②
教
職
員
間
の
信
頼
関
係

づ
く
り
で
近
年
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
事
案
か
ら
の
教
訓

を
ど
う
生
か
し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

Ａ
教
育
長　

①
ニ
セ
コ
国

際
高
校
の
開
校
に
向
け
、

具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

な
ど
の
各
委
員
会
や
分
掌

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
教
職

員
か
ら
意
見
を
求
め
経
営

方
針
に
加
え
る
学
校
運
営

を
進
め
て
き
た
。
全
日
制

の
進
学
型
単
位
制
総
合
学

科
の
高
校
と
し
て
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
自
由
に

意
見
表
明
が
で
き
る
場
を

設
定
し
、
魅
力
化
を
進
め

る
よ
う
指
導
や
支
援
を
す

る
。

②
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
は
、

校
長
会
議
等
で
注
意
、
指

導
し
、
働
き
方
改
革
の
推

進
、
年
一
回
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
個
別

面
談
を
実
施
す
る
な
ど
、

職
員
の
心
理
的
不
安
を
軽

減
す
る
対
応
を
し
て
い
る
。

Ｑ　

教
員
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
校
長
や

教
頭
と
の
上
下
の
関
係
も

含
め
て
、
風
通
し
よ
く
す

る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い

か
。

Ａ
教
育
長　

共
通
理
解
と

明
る
い
職
場
づ
く
り
、
健

康
な
安
心
・
安
全
な
職
場

づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

コミュニケーション重
視の学校運営を
� 高木 直良 議員

Q

共通理解と明るい職
場づくりを目指すA
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一般質問

Ｑ　

ニ
セ
コ
町
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
キ
ー
ヤ
ー
を
輩

出
す
る
な
ど
、
ス
キ
ー
の

町
だ
が
、
日
本
人
客
の
数

や
割
合
は
減
っ
て
き
た
。

地
元
住
民
で
も
ス
キ
ー
を

し
な
い
人
が
増
え
て
い
る
。

①
地
域
の
文
化
の
面
か
ら

ス
キ
ー
離
れ
現
象
を
ど
う

評
価
し
て
い
る
か
。

②
町
民
は
リ
フ
ト
代
無
料

の
よ
う
な
思
い
切
っ
た
施

策
が
必
要
と
思
う
。

Ａ
教
育
長　

①
ス
キ
ー
離

れ
現
象
は
、
９
８
年
の
１

８
０
０
万
人
を
ピ
ー
ク
に

２
４
年
に
は
４
２
０
万
人

と
な
り
、
４
分
の
１
以
下

に
減
少
し
た
。
少
子
化
、

娯
楽
の
多
様
化
、
ス
キ
ー

場
の
老
朽
化
な
ど
、
様
々

な
要
因
が
重
な
っ
て
い
る
。

ニ
セ
コ
エ
リ
ア
で
は
日
本

人
の
利
用
が
目
立
た
な
く

な
っ
て
い
る
。

②
リ
フ
ト
券
の
配
付
助
成

で
は
、
児
童
生
徒
の
一
日

券
、
シ
ー
ズ
ン
券
助
成
、

未
就
学
児
童
な
ど
継
続
的

に
行
い
保
健
体
育
総
務
費

の
約
19
％
を
ス
キ
ー
事
業

と
し
て
確
保
し
て
い
る
。

全
町
民
リ
フ
ト
料
金
無
料

に
は
、
概
算
で
も
年
間
約

２
億
６
千
万
円
以
上
の
財

源
が
必
要
で
極
め
て
厳
し

い
。

Ｑ　

ス
キ
ー
場
は
富
裕
層

が
楽
し
む
場
、
内
外
の
資

本
が
収
益
を
上
げ
る
場
に

変
質
し
て
い
る
。
ス
キ
ー

を
町
民
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と

が
必
要
だ
。

　

リ
フ
ト
券
は
使
い
勝
手

の
い
い
時
間
券
助
成
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ

る
。

Ａ
教
育
長　

今
後
と
も
幅

広
い
ス
キ
ー
人
口
が
広
が

る
よ
う
な
方
向
で
取
組
む
。

Ａ
町
長　

教
育
委
員
会
と

連
携
し
、
町
民
が
ス
キ
ー

に
触
れ
る
環
境
の
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

ニセコ町のスキー
文化継承の施策を
� 高木 直良 議員

Q

スキー人口の広がり
に向けて取り組むA

Ｑ　

人
口
減
少
社
会
へ
の

対
応
（
※
２
０
４
０
年
問

題
）
に
関
し
、
持
続
可
能

な
「
ま
ち
」
と
す
る
た
め

に
は
、
近
隣
町
村
と
の
広

域
連
携
を
積
極
的
に
行
う

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

Ａ
町
長　

広
域
連
携
は
業

務
に
対
す
る
自
治
体
間
の

温
度
差
が
あ
り
、
一
概
に

進
む
も
の
で
は
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
将
来
の
職
員

不
足
や
業
務
の
効
率
化
が

進
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
広
域
連
携
へ
の
参
画

を
積
極
的
に
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

広
域
連
携
は
山
麓
正

副
議
長
会
の
調
査
研
究
対

象
で
、
首
長
会
合
同
の
勉

強
や
議
員
研
修
会
等
を
開

催
し
て
い
る
が
、
そ
の
必

要
度
合
い
へ
の
差
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
各
自
治
体
の

危
機
意
識
の
共
有
と
各
首

長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
必
要
と
考
え
る
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
町
長　

本
町
は
、
官
民

の
多
様
な
主
体
と
の
交

流
・
連
携
を
行
政
運
営
の

中
心
に
据
え
た
組
織
と
認

識
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

国
、
道
や
企
業
な
ど
か
ら

人
材
の
派
遣
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
て
お
り
、
人
材

交
流
以
外
に
ニ
セ
コ
エ
リ

ア
で
の
人
口
増
化
に
伴
う

諸
課
題
に
一
緒
に
取
り
組

む
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、

各
所
に
要
望
等
を
行
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
広
域
の
連
携
を

行
う
に
は
、
現
場
・
担
当

レ
ベ
ル
の
連
携
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
職
員
へ
は
、
そ
の
よ

う
な
視
点
を
持
ち
、
取
組

む
よ
う
働
き
か
け
た
い
。

近
隣
町
村
長
と
の
対
話
を

通
じ
、
広
域
連
携
の
難
し

い
課
題
に
つ
い
て
町
民
の

期
待
に
沿
え
る
よ
う
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
。

篠原 正男 議員

広
域
連
携
へ
の
姿
勢
は

Q
近
隣
町
村
長
と
対
話
し

検
討
す
る

A

リフトに長蛇の列

※２０４０年問題

団塊ジュニア世代が65歳以上となり、高齢者数がピークに達することで

直面する社会課題の総称。例えば人材獲得競争のさらなる激化や介護分野

の深刻な人材不足、インフラの老朽化などがある。
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２
月

12
日　

後
志
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　
　
　

行
政
懇
談
会�

（
札
幌
市
／
議
長
）

24
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会

25
日　

後
志
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
組
合
議

会
定
例
会�

 

（
小
松
委
員
長
）

27
日　

広
域
連
合
議
会
定
例
会  

（
議
長
）

３
月

１
日　

ニ
セ
コ
高
等
学
校
卒
業
式�（
議
長
）

２
日　

第
１
回
定
例
会
（
～
11
日
）

５
・
６
日　

予
算
特
別
委
員
会

12
日　

ニ
セ
コ
中
学
校
卒
業
式

�

（
木
下
委
員
長
）

18
日　

ニ
セ
コ
小
学
校
卒
業
式

�

（
小
松
委
員
長
）

19
日　

近
藤
小
学
校
卒
業
式�

（
副
議
長
）

24
日　

幼
児
セ
ン
タ
ー
卒
園
式

�

（
小
松
委
員
長
）

４
月

７
日　

ニ
セ
コ
小
学
校
入
学
式（
副
議
長
）

　
　
　

近
藤
小
学
校
入
学
式（
大
野
議
員
）

８
日　

ニ
セ
コ
中
学
校
入
学
式（
副
議
長
）

９
日　

ニ
セ
コ
国
際
高
等
学
校
開
校
式

　
　
　

ニ
セ
コ
国
際
高
等
学
校
入
学
式

�

（
全
員
）

　
　
　

国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
促
進
期

成
会
定
期
総
会�

（
議
長
）

21
日　

森
の
ゴ
ン
ド
ラ
建
設
工
事
地
鎮
祭

�

（
議
長
ほ
か
）

24
日　

第
２
回
臨
時
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会
・
議
会
議
員
会
総
会

５
月

７
日　

後
志
総
合
開
発
期
成
会
定
期
総
会

�

（
倶
知
安
町
／
議
長
）

11
～
13
日　

新
人
議
員
研
修

�

（
滋
賀
県
／
高
井
議
員
）

14
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

17
日　

東
京
ニ
セ
コ
会

�

（
東
京
都
／
髙
瀨
議
員
）

18
日　

ニ
セ
コ
町
商
工
会
通
常
総
会

�

（
議
長
）

21
日　

第
３
回
臨
時
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会

22
日　

後
志
町
村
議
会
議
員
交
流
会

�

（
仁
木
町
／
６
名
参
加
）

25
日　

あ
そ
ぶ
っ
く
の
会
通
常
総
会

�

（
小
松
委
員
長
）

27
日　

後
志
総
合
開
発
期
成
会
後
志
要
望

�

（
小
樽
市
ほ
か
／
議
長
）

29
日　

後
志
総
合
開
発
期
成
会
道
要
望

�

（
札
幌
市
／
議
長
）

31
日　

�

ニ
セ
コ
町
運
動
公
園
開
幕
ス
ポ
ー

ツ
大
会
開
会
式�

（
議
長
）

議
会
日
誌

議
会
日
誌
（
一
部
抜
粋
）

（
一
部
抜
粋
）

議
会
の
総
意
と
し
て
の
決
議
を
表
明
し
ま
し
た

　
第
１
回
定
例
会
で
発
議

１
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託
、

委
員
会
報
告
で
「
決
議
案

の
趣
旨
は
妥
当
と
認
め
る

が
、
戦
闘
に
関
し
て
主
観

的
表
現
を
交
え
ず
に
早
期

終
結
を
願
う
内
容
に
修
正

す
る
」
と
し
、
文
章
の
一

部
を
修
正
し
て
議
決
し
ま

し
た
。

ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン
間
の

戦
闘
の
早
期
終
結
を
求
め

る
決
議
案
（
提
案
理
由
）

　

２
０
２
６
年
２
月
28
日
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ア
メ

リ
カ
議
会
や
国
連
安
保
理

の
承
認
手
続
き
も
な
く
、

一
方
的
に
イ
ス
ラ
エ
ル
と

と
も
に
イ
ラ
ン
の
首
都
テ

ヘ
ラ
ン
へ
の
空
爆
を
行
い
、

イ
ラ
ン
政
府
幹
部
を
殺
害

の
う
え
政
変
を
促
す
暴
挙

を
行
い
ま
し
た
。

　

イ
ラ
ン
の
反
撃
が
拡
大

す
る
中
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
発
言
も
よ
り
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
「
全
面
降

伏
」
ま
で
攻
撃
を
強
化
す

る
姿
勢
を
打
ち
出
し
、
長

期
化
、
泥
沼
化
の
恐
れ
が

増
し
ま
し
た
。
諸
物
価
高

騰
な
ど
の
影
響
も
社
会
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
や
日
本
の
世
論
は

「
両
国
の
戦
闘
の
中
止
」

と
交
渉
に
よ
る
解
決
を
求

め
て
い
ま
す
。
一
刻
も
早

い
戦
争
の
終
結
を
望
む
世

論
に
賛
同
し
、
決
議
案
を

提
案
し
ま
す
。

提
案
者
／

�

ニ
セ
コ
町
議
会
議
員

�

高
木
直
良

アメリカとイラン間の戦闘の

早期終結を求める決議

　２月28日早朝、突然のアメリカとイスラ

エル軍によるイランの首都テヘラン空爆は、

最高指導者殺害のみならず、学校や病院な

どの民間施設をも破壊し多くの犠牲者を生

んだ。イランはこれに反撃し、イスラエル

や周辺各国の米軍施設などにミサイルを撃

ち込み、戦闘が続いている。原油価格高騰

などによる世界経済への影響も大きく、日

本でも諸物価高騰が国民生活を襲おうとし

ている。イランの核開発をめぐっては両国

の協議が継続中であり、トランプ大統領の

先制攻撃は国際法を無視したものである。

　私たちは直接、両国へ和平交渉を訴える

力はないが、身近な住民生活を守る立場か

ら一刻も早い戦闘の終結を願い、国際法に

則った解決を求める国内、国際世論の高ま

りに賛同して本決議を議会の総意として議

決するものである。

　以上、決議する。

令和８年３月11日

北海道ニセコ町議会

4 月 8 日　停戦交渉中だが…
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宿
泊
税
の
取
組
み

　

宿
泊
税
の
税
制
変
更
に
つ
い
て
、

現
行
の
段
階
定
額
制
か
ら
定
率
制

に
変
更
す
る
た
め
の
協
議
を
１
月

７
日
に
総
務
省
へ
提
出
し
ま
し
た
。

現
在
総
務
省
自
治
税
務
局
で
変
更

内
容
や
そ
の
意
義
を
審
査
中
で
す
。

宿
泊
税
の
税
制
変
更
に
向
け
た
宿

泊
事
業
者
等
と
の
信
頼
関
係
強
化

　

町
で
は
宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め

と
し
た
関
係
者
と
の
意
思
疎
通
や

情
報
共
有
に
努
め
、
信
頼
関
係
の

強
化
を
図
る
た
め
の
取
組
み
を
進

め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
現
在
総
務
省
と
の
変
更

協
議
が
進
行
中
で
、
変
更
の
可
否
、

実
際
の
変
更
時
期
の
詳
細
が
ま
だ

未
確
定
で
す
の
で
、
現
状
は
情
報

収
集
中
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
そ
れ
ら
が
明
確
に
な
っ
た
上
で
、

事
業
者
等
と
の
意
見
交
換
を
お
こ

な
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

道
の
駅
ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
に

お
け
る
防
災
訓
練

　

12
月
19
日
に
小
樽
開
発
建
設
部

が
主
催
で
、
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
道
内
の
道
の
駅
で
初
め

て
設
置
し
た
災
害
対
応
型
の
高
付

加
価
値
コ
ン
テ
ナ
の
使
い
方
（
平

時
・
災
害
時
）
や
既
存
の
防
災
資

機
材
を
使
用
し
た
訓
練
の
実
施
等

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

●�

災
害
時
は
移
動
式
水
洗
ト
イ
レ
・
更

衣
室
と
し
て
、
平
常
時
は
更
衣
室
を

バ
ス
待
合
室
と
し
て
利
用
。

●�

太
陽
光
発
電
装
置
・
水
の
浄
化
シ
ス

テ
ム
を
搭
載
し
て
い
る
の
で
、
停
電
・

断
水
中
も
使
用
可
能
。

ニ
セ
コ
綺
羅
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

子
育
て
支
援
事
業

　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
中
学

生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
保
護
者

に
対
し
、
２
回
に
分
け
て
電
子
マ
ネ

ー
（
き
ら
ペ
イ
）
を
付
与
し
ま
し
た
。

　

第
一
弾
は
一
人
に
つ
き
７
千
円

を
配
布
し
ま
し
た
。
利
用
期
間
は

令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
11
月
30

日
、
回
収
率
は
95
・
２
パ
ー
セ
ン

ト
で
し
た
。

　

第
二
弾
は
一
人
に
つ
き
１
万
円

で
、
利
用
期
間
は
12
月
１
日
か
ら

２
月
28
日
ま
で
で
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
を
活
用
し
た
物

価
高
等
支
援
対
策
事
業

　

町
内
の
物
価
高
対
策
及
び
、
町

内
の
域
内
消
費
の
推
進
、
商
店
の

維
持
発
展
等
を
鑑
み
、
１
万
円
分

の
き
ら
ペ
イ
を
対
象
の
町
民
（
令

和
７
年
11
月
１

日
住
民
登
録

者
）
に
２
月
に

配
布
し
ま
し
た
。

利
用
期
間
は
令

和
８
年
３
月
15

日
ま
で
で
し
た
。

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
、
地
方

創
生
臨
時
交
付
金

　

令
和
元
年
度
の
水
道
料
金
改
定

に
伴
い
、
旧
営
農
用
契
約
の
農
業

契
約
者
を
対
象
と
し
、
激
減
緩
和

措
置
（
個
別
受
給
給
水
契
約
）
の

令
和
７
年
度
減
収
分
に
対
し
、
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
、
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
受
給
予
定
で
す
。

建
築
物
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
表
示

評
価
認
定

　

新
ニ
セ
コ
消
防
庁
舎
が
建
築
物

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
表
示
制
度

（
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
）
の
評
価
に
お
い
て
、

Z
E

B

・R
e
a
d
y

（
Ｂ
Ｅ
Ｉ
値
０
・

45
）
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ

れ
は
建
築
物
の
省
エ
ネ
性
能
を
星

の
数
（
最
高
５
つ
）
で
ラ
ン
ク
付

け
し
、
国
土
交
通
省
に
登
録
さ
れ

た
「
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
登
録
機
関
」
が
審

査
を
し
認
定
す
る
制
度
で
す
。
高

い
評
価
を
受
け
た
建
築
物
は
資
産

価
値
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
Ｂ
Ｅ
Ｉ
値
は
低
い
ほ

ど
性
能
が
高
く
、
１
・
０
未
満
で

省
エ
ネ
基
準
に
適
合
、
０
・
45
と

い
う
値
は
基
準
よ
り
55
％
の
省
エ

ネ
を
意
味
し
ま
す
。

水
道
施
設
用
地
へ
の
地
役
権
設
定

に
つ
い
て

　

水
源
や
管
路
等
を
含
む
水
道
施

設
用
地
に
お
い
て
、
民
間
の
地
権

者
の
土
地
を
使
用
し
て
い
る
も
の

に
関
し
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
し

て
利
用
で
き
る
水
資
源
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
該
当
す
る
土
地
に

地
役
権
の
設
定
を
す
べ
く
、
各
地

権
者
と
交
渉
中
で
す
。

令
和
８
年
度
の
ニ
セ
コ
国
際
高
等

学
校
入
学
者
選
抜
出
願
状
況

　

ニ
セ
コ
国
際
高
等
学
校
と
な
る

令
和
８
年
度
は
募
集
定
員
が
70
名

と
増
え
、
２
月
10
・
12
日
の
推
薦

入
試
に
は
出
願
者
55
名
、
そ
の
う

ち
内
定
者
は
37
名

と
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。（
最
終
入

学
者
数
は
56
名
で

し
た
。）

第
１
回
定
例
会　

行
政
報
告
・
教
育
行
政
報
告　

�

（
一
部
抜
粋
）
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議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委 

員 

長
　
高
木
　
直
良

副
委
員
長

　
高
井
　
裕
子

委
　
　
員
　
斉
藤
う
め
子

委
　
　
員
　
木
下
　
裕
三

議会HPは
こちらから
ご覧になれます

　
ち
び
っ
こ
広
場
も
よ
う
や
く
落

ち
葉
清
掃
や
最
初
の
芝
刈
り
が
行

わ
れ
、
肥
料
の
散
布
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
作
業
を
し
て
い
た
元
協

力
隊
の
方
と
し
ば
し
懇
談
。
昨
年
、

設
置
さ
れ
た
ロ
ー
プ
の
遊
具
や
幼

児
向
け
の
す
べ
り
台
は
大
人
気
と

の
こ
と
。 

　
今
年
度
予
算
に
は
、
懸
案
の
水

場
の
整
備
「
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
」

の
工
事
費
が
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

実
際
の
使
用
は
来
年
度
に
な
っ
て

か
ら
で
す
が
、
猛
暑
が
当
た
り
前

の
昨
今
、
夏
に
は
、
き
っ
と
大
勢

の
子
ど
も
た
ち
の
声
で
あ
ふ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

令
和
８
年（
２
０
２
６
年
）６
月
１
日
発
行　
　
　
　
　
　
■ 

編
集・発
行　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会�

■ 

印
刷　
㈱
総
北
海

第
２
０
５
号

　ニセコ建設業協会は、町内の建設業者14社が連携し、
技術力と経営力の向上を図るとともに、安全や環境へ
の配慮、人材育成を進め、建設産業の発展と災害復旧・
地域貢献を通じて公共の福祉に寄与する団体です。

　主な活動として、安全運転を呼びかける交通安全運
動「旗の波作戦」、重機の機動力と労働力を活かした
奉仕活動である「花壇整備」や「狩太神社の参道整備」
等、さらに災害時の復旧支援と多岐にわたる地域貢献
活動を行っています。

　これからも町内建設業者が力を合わせ、地域の発展
に努めてまいりますのでよろしくお願い致します。

表紙紹介
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見
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番
地

０
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６-

５
６-

８
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３
６
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ニセコ建設業協会

　

雪
も
す
っ
か
り
溶
け
、
暖
か

い
良
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
の
予
算
特
別
委
員
会

は
、
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
会

議
で
し
た
。
今
年
度
、
町
が
新

た
に
取
り
組
む
事
業
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
不
明
点
に
つ
い
て

は
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
予
算
を
通
す
こ
と
は
終
わ

り
で
は
な
く
、
そ
れ
が
ス
タ
ー

ト
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識

し
、
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
も
ニ
セ
コ
町

は
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
が

始
ま
り
ま
す
。
課
題
も
あ
り
ま

す
が
、
故
郷
ニ
セ
コ
生
活
を
楽

し
み
な
が
ら
過
ご
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。�

（
高
井
裕
子
）

宮山の小径散策路草刈り

交通安全運動交通安全運動

大橋山側花壇整備大橋山側花壇整備

狩太神社参道整備狩太神社参道整備
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